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はじめに
　財団法人東海冠婚葬祭産業振興センターの調査研究助成により「東海地域における通過儀
礼の特徴、変遷ー離島の過疎化、少子高齢化を中心として」として、2007年４月に静岡県初
島の現地調査を初めてから2009年５月の三重県坂手島調査までに東海地域の10離島の住民に
「島民の通過儀礼及び少子高齢・過疎化問題」についてのアンケートの実施を依頼した。
239枚のアンケートを島民に配ったが、最終的に合計184名の島民から回答があった。アンケー
ト調査の回収率は76.98% であった。その内訳は初島３名、佐久島13名、日間賀島19名、篠
島15名、神島47名、渡鹿野島６名、間崎島９名、答志島（答志町）23名、菅島20名、坂手島
29名であった。回答者の年齢は、10代２名、20代３名、30代19名、40代36名、50代40名、60
代43名、70代31名、80代５名、無記入５名である。性別は男性95名、女性82名、無記入７名
である。職業は旅館業、民宿業11名、漁業47名、パート８名、無職70名、会社員29名、無記
入１名、自営業６名、公務員１名、学生３名である。回答者は40代～70代の島民が中心となっ
ている。以下、「島内にどんな通過儀礼が残っているか」、「どんな通過儀礼を一番残してほ
しいか」などの質問に対して厄年儀礼はいずれも葬送儀礼、出産祝いに続いてベスト３となっ
ている。
　また、日本人における厄年・厄払い意識については、「宗教心静かに息づくー宗教観本社
連続世論調査」をテーマとした2008年５月８日に行われた読売新聞社の調査結果にもみられ
る。「宗教を信じていない（72%）」は、「宗教を信じている（26%）」を大きく上回った。一方、
「厄払いをしに行く」は34.2% で、言い伝えなどで一応気にするものは「仏滅の日の結婚式
（43%）」が最多だった。「友引の日の葬式（42%）」「厄年（41%）」「葬式帰りのお清め（30%）」
「北枕（27%）」が続いた。「どれも気にしない」は19% だった。１　
　現代社会における通過儀礼と宗教の信仰心はかなり希薄になってきているが、厄年に厄を
落とす伝統儀礼は相変わらず根強く残っていることが伺われる。厄年儀礼は日本人の心に深
く無意識に強く潜んでいるとも言える。
　近年、伝統的な厄年儀礼で地域活性化を図る自治体も増えている。厄年儀礼の変遷の過程
１　 「宗教心静かに息づくー宗教観本社連続世論調査」読売新聞、朝刊、2008.5.30.
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や、厄年儀礼と関連している地域 ∙ 社会関係、家族 ∙ 親族、宗教などについて、現地調査を
踏まえて分析してみたい。特に厄年儀礼を地域の活性化に活かす方策についての実証研究を
行いたい。本調査研究は、名古屋市中村区岩塚町の「きねこさ祭り」を取り上げて厄年儀礼
という伝統文化の継承を図り、地域の振興に繋げることを目的とする。本論の調査方法につ
いて以下のように三つの方法で行った。１．地元の人々に聞き取り調査を行う。２．現地の
儀式（きねこさ祭り）に参加して観察調査を行う。３．資料の調査、分析：厄年や「きねこ
さ祭り」などに関する町史や資料から分析する。
１．厄年の起源：厄年とは、一定の年齢で災いに巡り合いやすい年であると言われ身を慎み、
何事にも注意し厄を避けようにする。一般的に、数えて男性は、25歳と42歳、女性は、19歳
と33歳は厄年である。厄年の考え方は中国から伝えられてきたが、主に以下の三通りである。
１)．身体と精神上の変化の区切：男性の25歳と女性の19歳は、身体と精神が最も良好で結
婚の適応年齢であると言われていた。また、男性の42歳と女性33歳は、人生において
最も多忙時であり、健康の変わり目でもある。そして男女とも結婚年齢の境界線であ
ると言われている。
２)．役年：厄年は、役につく最も相応しい年であると言われている。特に、神事に関わる
仕事が多いとされる。柳田国男、倉田一郎、瀬川清子などは、「厄年神役説」の論文を
も発表した。２ 
３)．干支と語呂合わせの影響：厄年は陰陽道の柱となった干支の考え方との結びつきが強
い。生れた年の干支を前についた厄を祓わないといけないというのが本来の意味であっ
たが、現在では特に男子の42歳が「死に」と、女子の19歳が「重苦」、33歳が「散々」
に通ずる語呂合わせによって厄年と言われるようになった。
２．厄年の年齢説：『源氏物語』の「薄雲」、「若菜」に女性37歳は重厄の年であると書かれ
ている。奈良・平安時代の貴族社会には、厄年の考え方がすでに存在していた。干支の思想
により、本来、厄年の年齢は、男女ともに13歳 ,25歳 ,37歳 ,49歳 ,61歳 ,73歳 ,85歳 ,97歳であった。
この厄年の思想が江戸時代になってから庶民の間で広がった。江戸時代に確定したのは、男
性の25,42,61, 女性の19,33,37であった。３男性の25,61と女性の37はいずれも古くからの伝承で
あったが、男性の42と女性の19,33は、前述したように、当時の語呂合わせ風習によるもの
であった。現代では、男性の25,42（大厄），女性の19,33（大厄）を厄年としているのが、一
２　五来重『講座　日本の民俗宗教１』弘文堂、昭和 54 年、p.326.
３　読売新聞婦人部『人生の節目の科学厄年ってなに？』グリーアンアロ出版社、昭和 60 年、p.13.
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般的であるが、地域によって男女の61及び厄年（本厄）の前後１年（前厄・後厄）も厄年と
記されている。
３．厄払い方法：厄年に当たる人々が災難をまぬがれるために厄避け、厄落とし、厄払い、
厄のがれと言われるさまざまなことを行なっている。五来重は以下の12種の方法をまとめた。
「１．神事に直接に参与する。２．村内や近郷の社寺に詣でる。３．年頭の行事で重要な役
を担う。４．身についた物を捨てる。５．物を撒く。６．物を配るとか与える。７．人を招
いて振る舞う。８．厄年の者同士で祝い合う。９．新築、増築を行う。10．赤い色のものを
身につける。11．親や子、親類から身につけるものをもらい習う。12．年重ね・年直し。」４　
また、新谷尚紀の「厄払い贈与（贈与により厄をなくす）」説、井之口章の「厄年の共同飲
食（共食により厄を分散させる）」説などがあった。それ以外に、筆者が現地調査で以下の
厄払い方法をも発見した。「１．厄男が弓を引いて悪鬼を象徴する八角凧を射る（愛知県西
尾市一色町佐久島 ) ２．厄年払いとして厄年同士が東方へ旅行に行く。西は仏の世界と言わ
れている（愛知県南知多町日間賀島、三重県鳥羽市答志島）３． 厄年歌を歌う ( 三重県鳥
羽市坂手島、菅島、答志島 ) ４．同じ厄年夫婦の間で生まれた赤ちゃんを「捨て子」にする
（三重県志摩市浜島町）」
４．厄年に避ける習わし：地域によってさまざまであるが、以下は、三重県で現地調査をし
た一つの実例である。三重県志摩市浜島町では、家に厄年の人がいると墓石を立てず、神事
に立ち入らない。そして葬式の役割を担わない。また、厄年の年には、家を建てない。三重
県鳥羽市神島では、厄年に家を建てないし、船を造らない。家に厄年の人がいたら、家の修
理をしない。
５．愛知県名古屋市中村区岩塚町の「きねこさ祭り」を事例として
　ほぼ日本の中央に位置する中部地方の中心名古屋市、戦国時代織田信長についで天下人と
なった豊臣秀吉とその家来加籐清正を生んだ名古屋市中村区は大都会の中にありながら、古
い歴史に彩られている。『名古屋市史』によると、第二次世界大戦下に米軍 B29爆撃により
名古屋市の焼失面積は全市の約三分の一を占め、多くの地域は破壊され、市の中心ではビル
の残骸のみが立ち残る見渡すがぎりの焼野原となり、人口も約50万人にまで減少した。一方、
中村区の被害面積は1.35㎢で全市の被害面積に対して8.18％に当たり、全市では戦災面積の
最も軽微の区であった。被害面積が最も重かった中区にくらべれば1/5くらいであった。そ
４　五来重『講座　日本の民俗宗教１』弘文堂、昭和 54 年、pp.330~pp.337.
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のような地域の中村区が著しく都市化の進む中で厄年儀式はどのように変化してきたのか、
その実態を解明するために中村区岩塚町の「きねこさ祭り」を事例とした現地調査は最も適
切であると思われる。
　従来、岩塚地区の辺りでは一家の経済を支えている男子25歳と42歳の厄年に厄落としとし
て個人が神社へ行って祈願を行うことが多かった。現在では都市としての中村区においては
男性が数え25歳と42歳、女性は数え19歳と33歳の年に行われる厄年の厄祓い儀式も少なく
なった。男性25歳と女性19歳の厄祓いはほとんど行われない。個人が厄年に神社でお祓いを
してもらう他、組織として盛大に行われる厄祓い儀式は岩塚町にある七所社の「きねこさ祭
り」が最も代表的である。
　「きねこさ祭り」は名古屋市の無形民俗文化財に指定されて「はだか祭り（国府宮）」、「歩
射神事（熱田神宮）」と並び尾張三大奇祭に数えられる。平安時代の元慶８年（西暦884年）
から始まり、千年以上の歴史があると言われている。「田祭り」や「つうくら祭り」とも呼
ばれる。「きねこさ祭り」は毎年、旧暦１月17日に七所社（岩塚町）で行われ厄除け、子孫
繁栄、天下太平、五穀豊穰などを祈念するという伝統的な神事である。「きね」は杵で餅つ
きなどに用いる道具のことである。「こさ」は杵からこすり落とした餅の意味である。
１)．祭りの進行について
　2012年の「きねこさ祭り」は年明け最初の干潮で、庄内川の水位が下がり安全に神事が進
むと伝わる２月８日（旧暦１月17日）に行われた。儀式は主に５部分に分かれていた。厄を
祓うという主な行事になってきた「きねこさ祭り」は12人（1970年生まれで後厄の男子10人
と1971年生まれで本厄の小学校に通う息子２人）の役者が中心人物となっている。
　まず、庄内川で川祭りの行事から始まった。昼12時半から12人の役者（12人とも祭りを行
う前３日間に神社で毎朝冷たい水で禊などの潔斎が行われた）が下帯姿で一本約８メートル
の笹竹を担いで庄内川へ入り、岸から約30メートルの場所に竹を立てた。そして、笛役と呼
ばれる一人の役者が竹に登り、他の役者が竹を揺らしてやがて竹が南東の方向へ倒れた。岸
の周りの約500名の見物客から歓声が上がった。このように竹の倒れた方向で今年の豊凶を
占う。「折れた方角は、縁起がよい南東なので、今年は吉」と七所社の禰宜吉田雅彦さんが占っ
た。
　それから、午後２時に古代行列が行われる。役者は以下のようにそれぞれの役目を演じ
る。１．太鼓、２．笛、３．獅子頭、４．後振り、５．犬、６．鷹、７．こさ、８．杵、９．
イミホコ、10．稚児、11．傘鉾、12．射手。その中、５番の犬と６番の鷹は子ども役である。
そのほか、神主と田行事（介護役として61歳の厄年が担当）が番外として加えて主要な役者
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は全部で14名である。鎌倉時代の衣装を着た役者はそれぞれの祭具を持って神官や氏子や厄
年の人などと一緒に神楽太鼓という囃子とともに佐屋街道の「岩塚石橋」から出發して七所
社へ向かう。厄年の人が鏡餅を車に載せて行く。役者が持っていく祭具を触ると厄が落とせ
ると言うので、観客が役者の周りに群がりながら行く。
　その後、午後３時に社殿で本祭りを行う。本祭りの式次第は以下のようである。１．着座
２．宮司一拝（一同拝礼）３．修祓４．開扉５．献饌６．道具供え７．祝詞奉上８．鈴舞９．
乙女舞10．玉串奏奠11．直会12．種おろし（祭文）13．総廻り（来賓同年退座）14．各個廻
り（厄祓い）15．搬饌16．閉扉17． 宮司一拝（一同拝礼）
　社殿の中で宮司が祝詞を読み上げてから厄年の人の女の子が神楽の音に合わせて舞の奉納
を行う。また、町内の厄年の人たちも社殿の中で神事の進行とともに厄祓いをしてもらう。
　そして、午後３時半から厄除け儀式が行われる。役者がそれぞれの祭具を持って参拝者に
振る舞う。きねやこさや弓などの祭具に叩かれた人がその年の厄を落とせると言われる。こ
の時、中心人物として叩かれる人々は中村区区内の厄年の人たちである。大勢の参拝者も役
者のもとに押し寄せて叩いてもらう。最後に、午後５時境内で報告祭が行われた。
２)． 祭りにおける厄年の関わりについて
　『名古屋市史』によると「きねこさ祭り」で厄祓いが主な行事となったのは昭和23年頃か
ら厄年の人が祭りに鏡餅を奉納したのがきっかけで、厄年の人が中心として祭りに参加し始
めた。当時、岩塚地区には10町があった。それぞれの町内会から１名の20歳前後の役者が選
ばれた。祭り期間は、２月の農閑期に当たり、役者になるのは、名誉のこととされ、役者の
希望者が多く抽選で役者を決めることもあった。一方、終戦後、岩塚地区は、農村社会から
都市社会へ変貌したため、町民の職業もほとんど農民からサラリーマンに変わった。仕事の
時間制限で参加希望者が不足の事態に陥った。そのため、戦後から昭和50年代始め頃には、
役者は中学生か体が大きい小学生に代わった。その時代には、42歳厄年の人が役者のご飯を
準備する係りであった。その後、高校受験などで小、中学生も集めることが困難になったた
め、厄年の人が小、中学生の代わりに役者に成り始めた。昔から厄年の人たちはいろいろな
形で神社に奉納してきたが、祭りの役者になってから組織した厄年会（同年会）が「きねこ
さ祭り」との関わりを深くしていった。
　厄年会の主な仕事は以下のようである。１年目に本厄の人が神社の希望に応じて必要品の
奉納、大鏡餅の奉納、子役、舞子の参加、厄除け祈祷など行う。２年目に後厄10人が役者と
して「きねこさ祭り」に参加する。３年目に厄年会の人が祭り当日の会場準備、警備及び川
祭りを支援する。その他、厄年会に参加していない61歳厄年の人が役者の介護役として祭り
に出ている。
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　また、厄年会における「きねこさ祭り」の主な準備過程は以下のようである。
　まず、８月のお盆頃に準備委員会を発足させ神社の宮司、氏子総代から、祭りについて説
明してもらう。同時に会員募集を始める。そして、10月末に秋の新嘗祭・稲刈りに参加し、
会員数及び予算を決定する。ちなみに、例年の会費は、約５万円であった。それから、12月
上旬に奉納品・記念品を決定・発注、奉納品の地鎮祭・起工式に参加する。また、12月28日
頃に正月用の餅つきを手伝ってから12月30日に奉納式・厄払い式に参加する。１月上旬に12
名役者（２名子役）・４～８名舞子、餅車順路を決定する。１月上旬～２月上旬の間に手土産、
記念品、餅車順路を持参して各関係者へ挨拶廻りを行う。１月中旬～２月中旬に先代、先々
代の会員と顔合わせして、祭り６日前にシメ打ち式（大注連縄作り：餅つき手伝い）を行う。
そして祭前日に餅車・酒車の飾り付け準備を行ってから当日に「きねこさ祭り」を行う。
2002年から2011年までに祭りの実行組織としての厄年会の会名、参加人数、記念品、奉納品
については以下のようである。
厄年会における「きねこさ祭り」の実行組織
年 会名 参加人数 記念品 奉納品
2002 うしとら会 27人 ぐい飲み 賽銭箱新規作成、修理
2003 三七八会 24人 湯のみ250個 祭事掲示板
2004 三八会 30人 扇子200セット 御芳名板、銘板（奉納者掲示板）
2005 辰巳会 22人 湯のみ200セット 七所社縁起（神社の由来掲示板）
2006 みうま会 30人 印章、ゴム印セット 防犯灯、舞子衣装２揃
2007 丙会 23人 万能ドライバーセット 篝火台
2008 丁末会 25～26人 防水時計 厄年案内板
2009 申酉会 21人 エコバッグ 御田神社鳥居建替
2010 獅子護会 34人 お酒（２合瓶） 御田神社鳥居建替
2011 志御路会　 36人 ハンドソープセット 大しめ縄設置設備一式
　以上のように厄年会の会名は、主に厄年の生まれた年に合わせて名づけられた。例えば、
2011年の志御路会（456会）の会員は、昭和45年４月２日から昭和46年４月１日の間にその
年に42歳の誕生日を迎える岩塚地区に住んでいる人を祭り参加対象者とする。参加対象者が、
暦年方式ではなく、日本全国の各地で行っている成人式と同じように学齢方式を採用してい
る。つまり、厄年と深く関わっている「きねこさ祭り」に参加することによって、人生にお
いて「第２回の成人式」という通過儀礼に参加するように小、中、高校生の同窓会の機能を
もたらせた。
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３)． 厄年会の趣旨・効果・問題点について：
　「きねこさ祭り」を運営している厄年会は、地域社会に大きな影響を与えていることは言
うまでもない。その主な趣旨及び効果は以下のように考えられる。まず、現代社会において
少子高齢・過疎化により古くから伝えられてきた村の伝統文化がだんだん失われていくな
か、文化の伝承を通じて地域住民が互いに交流を深めることができる。即ち、地域社会にお
ける人間関係・結束力を再認識し、共同体を再確認でき、日本の伝統社会における助け合い
精神・相互扶助・結いという古き良き風習を取り戻すことができる点である。　
　また、40代の人にとって、厄年は、身体、精神、経済面の区切りであり、体と精神が衰え
始め、子育ては一段落し、時間と経済の余裕が出始める時期でもある。人生の一つの転機や
折り返し点であることには間違いない。厄年の人たちが祭りに参加することにより、人生の
再出発、人生観を考え見直すことができる。次に、祭りに係わる多くの観客及び参加者は地
域の活性化に繋がる。毎年、約3,000名～4,000名の観客によって地域に多大な経済効果及び
活力をもたらしている。新聞などのマスメディアにより全国から注目が集まり地域の広報に
もなる。以上のように厄年会は、「文化の保存・伝承」、「地域交流」、「経済効果」、「地域活
性化」、「地域活動の広報」などさまざまな面で地域に大いに貢献していると思われる。
　一方、厄年会を維持する難しさについて以下のように考えられる。まず、都市化及び少子
高齢化による、地元出身の入会希望者が少なくなっているので、会員を集めるのは、大変で
ある。他地域から岩塚区に転入きた同年の人たちにも広く受け入れられることが必要であ
る。そして、宗教や厄年儀礼に対する信仰心がだんだん薄くなっている現代社会では、「き
ねこさ祭り」を一般の人にもっと宣伝すべきである。現時点では、地元の小学校５年生を対
象にして「きねこさ祭り」を講義しているのみである。次に、毎年、組織した厄年会が３年
の活動期間を終えると組織としては解散していないが、祭に、直接関わらなくなる。厄年会
は、祭りの運営のみではなく、祭りの活動期間が終わっても、継続的に地域社会に何か貢献
できる活動を続けることが望まれる。
　また、厄年会の会員は、男性のみとは限定されていないが、祭りの役者、警備などは、神
事に関わり、男性と限定しているので、厄年会の会員が全員男性となっている。それは、男
女平等参画の推進に反していることである。それから、厄年会の経済基盤は会費である。会
費はあまりにも高くなると参加希望者が少なくなるので、会費の金額の設定を慎重に、会費
の使い道を明確化することが求められる。そして、「きねこさ祭り」を後世にまで完全に保
存するために地元の民俗学者や神主などで組織した編集委員会で書き下ろされた「きねこさ
祭り」の専門書が必要であると思われる。最後に、外国人から見た厄年儀礼（裸まつり）の
イメージは野蠻に見えるが、その解消方策がみられない。国際化した現在では、外国人に日
本文化を理解してもらい、そして外国人との触れ合う機会の創出という観点からみると、何
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らかの形で在日外国人にも呼びかけて参加してもらえる工夫が必要である。
終わりに：
　名古屋市中村区の厄年儀礼を見ると最も注目されているのは七所社の「きねこさ祭り」と
明神社の「裸祭り」である。両祭りの主な目的は農民の一年の豊作の祈り初めの行事であっ
た。それにもかかわらず、現在では一連の儀式の中に豊作を祈る儀式よりも厄祓い儀式の方
が重んじられるようになっている。厄祓い儀式はもともと平安時代に陰陽説として中国から
伝わってきた。公家と武家社会を経て近世に入り、やがて民間社会に広がった。従って、そ
の歴史は庶民にとってそんなに古くはなかったが、農業の衰退によって「祭り」は現代社会
にも生き延びるための日本人の意識が強く働いているケガレ祓い儀式に移行していったと思
われる。特に、急激な都市化に変貌した名古屋市中村区岩塚町において「きねこさ祭り」は、
昔の形をほとんど変えずにそのまま保存しながら、今日まで生き続けているのは、非常に貴
重である。その祭りを支えてきた厄年会の存在は非常に大きいと思われる。
　厄払い儀礼は、人の一生における通過儀礼のなかで厄年に限らず、妊娠している時の帯祝
いから、誕生祝い、宮参り、食い初め、初節句、七五三、成人式、そして結婚式、長寿祝い
などにもよくみられる。つまり、厄払いは、年祝いと混在していることが伺われる。厄年は、
人生における厄払いの集大成であるとも言えるだろう。厄年儀式は、日本人の一生にとって
欠かせないものである。その証拠として、現代日本社会において、少子高齢・過疎化、単独
世帯の増加、結婚・葬祭業者の出現、農、漁業から観光業への転換、地域共同体の崩壊、村
長（庄屋）の力の弱小化、神主・住職・念仏婆さん（講）の不在、住民意識の変化、医療の
進化、近代・情報・IT 社会化など主な理由により、伝統的な通過儀礼がだんだん希薄になっ
てきたにもかかわらず、厄年儀礼のみが根強く日本の各地に残されている。５そのほか、厄
除け弘法大師として全国に名高い神奈川県川崎大師平間寺は、庶民の強い信仰を集めて毎年
正月三が日には260万人以上の参詣者が訪れ賑わう。また、川崎大師、西新井大師（東京都
足立区）と並んで「関東厄除け三大師」の佐野厄除け大師は、人口８万人の栃木県佐野市に
所在していながら、正月三日間の参拝客は、50万人にも及んでいるという。６以上のように
厄除け祈願の寺院が日本全国の各地にもみられる。厄年における厄払い儀式は、日本社会に
深く浸透していることが伺える。
　一方、2011年３月11日の東日本大震災は東北地域の観光業に大きな打撃を与えた。「山形
５　尤銘煌『愛知、三重、静岡、山形各県の離島における通過儀礼の特徴と変遷 ‐ 少子高齢・過疎化のもた
らしたもの ‐ 』太陽書房、2012.pp.136-pp.144.
６　島田裕己『厄年はある』株式会社三五館、2005.pp.53-pp.61.
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県観光交流課によると、昨年１年間に台湾から山形県を訪れた観光客は２万3271人。震災や
円高などの影響により、前年の５万7979人から半減した」７地域の活性化として日本人の奥
深い心に信仰されている厄年儀礼を東北地域の祭りと巧みに結び付けていけば、県内のみで
はなく、全国各地、ひいては、世界各国から東北に訪れる観光客の数も増えるではないかと
思われる。特に、東北地方では、雪国として昔から祭りは、人々にとって最も厳しい冬を無
事過ごした後の共同祝いであると考えられている。現在、地方では、少子高齢・過疎化の加
速により、祭りを通して町おこしや地域のビジネスの活性化の目的で行われている。と同時
に人と人との繋がりを強めることで地域の連帯感が一段と高まっていく起爆剤の役割を持
つ。また、祭りは、人生儀礼の結婚式にも例えられるように、地域社会の通過儀礼の中で最
大の盛儀である。観客の注目を奪うために参加者ができる限り盛装し、必死に踊り演出を高
める。以上のように日本人の日常生活にとって最も重要な存在と位置されている祭りと厄年
儀礼を活性化すれば、地域の振興に繋げていけるのではないかと思われる。本調査結果が、
少しでも東日本大震災の復興政策の参考になれれば、幸いである。
参考写真：
７　「台湾－山形空港チャーター便、内容決定　22 ～ 26 日、初夏は 10 年ぶり就航」山形新聞朝刊、2012.5.15
中村区きねこさ祭－庄内川で川祭
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中村区きねこさ祭－祭具で厄落とし
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The Feature, Transition and the Measure to Activate the Local Area of the 
Climacteric Ceremony － The Case of the “Kinekosa Festival” in Iwazuka 
town, Nakamura area, Nagoya city, Aichi prefecture.
Yu, Ming-Hwang
　At present, rites of passage, and religion have become very weak in modern Japanese 
society. On the other hand, the traditional ceremony regarding the climacteric has remained 
strong. That is to say, the climacteric ceremony lurks deep in the Japanese subconscious. In 
recent years, some of the local governments have tried to use the climacteric ceremony to 
galvanize their respective economies.
　Here, I would like to analyze my investigation concerning the process of transition for local 
areas, families, relationships with relatives, religion, and other changes, related to the 
climacteric ceremony. Most importantly, this paper will demonstrate how the climacteric 
ceremony can be used to boost local economies. This research investigation will use the 
“Kinekosa Festival” as a case studied. 
　As a result of the investigation, we found the “Yakutosikai” (Association of the Climacteric) 
plays a very important role in the “Kinekosa　 Festival,” whereas the “Yakutosikai” still faces 
some problems, such as the membership only accepts gentleman, expensive membership fees, 
difficulty of assembling members, and the 3 year active membership limitation, to name a few. 
　After the 2011 earthquake that struck the Tohoku region, the tourism business in the 
Tohoku area has sharply decreased. The climacteric ceremony tied with the Tohoku Festival 
could promote tourism, which is the hypothesis for this paper.
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